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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（令和元年５月分） 

令和元年６月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

（２） エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

２．外政 

（１） 多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

（２） 二国間関係 

３．経済 

（１） 経済政策・公共事業 

（２） 経済協力 

（３） 民間セクター 

（注：以下は、当地紙報道等の公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●チョービッチがＨＤＺ党首に再選（４月２７日） 

ＨＤＺ党首選において、チョービッチ現党首

が再選。また同日の党大会では、ＢＨのエン

ティティ領域再編を求めていくとする今後の党

方針が採択された。 

 

●クロアチア民族評議会がエンティティ再編を

要求（４月３０日） 

クロアチア民族評議会（ＨＮＳ）執行部はモ

スタルで会合を開催し、ＢＨのエンティティ領

域再編を求める今後の活動方針を採択。一方

で、コムシッチＢＨ大統領評議会メンバー（クロ

アチア系）及びＳＤＡは、同決議は先のＢＨ紛

争時にクロアチア系が創設した「ヘルツェグ・

ボスナ・クロアチア人共和国」の政治目的と類

似したものだとして、ＨＮＳを強く批判した。 

 

●新閣僚評議会発足は９月以降になるとの観

測（１５日） 

当地ネザビスネ・ノビネ紙（バニャ・ルカ発行

のＲＳ主要紙）報道は、新ＢＨ閣僚評議会発足

が今年９月に予定されているＳＤＡ党大会後

にずれ込むとの観測記事を掲載。同党が現閣

僚評議会によるＮＡＴＯ加盟行動計画案の承

認を求める中、９月の同党党首選での再選を

目指すイゼトベゴビッチ党首は同計画案の承

認を拒否するＳＮＳＤに対して妥協できず、新

閣僚評議会の発足にも合意できない見通し。 

 

●ＳＢＢが政権参加を決定（１６日） 

ＳＢＢ党執行委員会は、ＳＤＡ、ＨＤＺ、ＳＮＳ

Ｄを中心とする新ＢＨ閣僚評議会の連立交渉

への参加を決定。ＳＤＡは、政権入りと引き替

えに同党に治安大臣ポストを配分する見通
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し。 

 

●ＳＤＡ、ＤＦ、ＳＢＢが連立に関する覚書を締

結（１７日） 

ＳＤＡ、ＤＦ、ＳＢＢの３党党首は、新ＢＨ閣僚

評議会発足に向けた３党間の基本原則に関

する覚書を締結。同覚書の中で３党は、ＢＨの

ＮＡＴＯ加盟に向けた加盟行動計画案の早期

承認を現閣僚評議会に対して求める方針で一

致した。 

 

●ＳＤＰがラグムジヤ前党首を含む８名を除名

処分（１８日） 

ＳＤＰ執行部は、ラグムジヤ前党首を含む８

名の除名を決定。ＳＤＰは今回の処分につい

て、ラグムジヤ前党首ら６名に関しては新たな

中道左派政治運動の発足を主導したこと、他

の２名に関してはコムシッチＤＦ党首（大統領

評議会メンバー、クロアチア系）の政策アドバ

イザーに就任したことが理由であると発表。 

 

●コヨビッチ・我々の党（ＮＳ）党首が再選（１８

日） 

我々の党（ＮＳ）党首選において、コヨビッチ

現党首が再選。同党はＢＨ議会下院で２議席

を有しているほか、サラエボ・カントンにおける

非ＳＤＡの連立政権に参加している。 

 

●連立政権交渉の動向（２２、２９日） 

５月は新ＢＨ閣僚評議会の発足に向けた連

立交渉が断続的に開催。ドディックＳＮＳＤ党

首は、現閣僚評議会によるＮＡＴＯ加盟行動

計画案の承認を拒否する構えを強調し、新閣

僚評議会発足の成否はＳＤＡ次第と表明。一

方でイゼトベゴビッチＳＤＡ党首は、ＢＨは数年

前にＮＡＴＯ加盟の方針を決定しているとして、

同問題は既定事項である旨を強調。 

 

●ＢＨ高等司法検察評議会（ＨＪＰＣ）長官に

汚職疑惑（２４、２９日） 

オンライン紙「Žurnal」は、テゲルティヤＢＨ

高等司法検察評議会（ＨＪＰＣ）長官の汚職疑

惑を報道。同報道によれば、テゲルティヤ長

官は昨年１１月に、サラエボ・カントン検察庁

に出されていた訴訟案件の審理加速化の約

束と引き替えに、２，０００ＫＭ（約１，０００ユー

ロ）を授受。同報道に関してテゲルティヤ長官

は、金銭の授受及び一切の違法行為を否定

している。一方で、２９日には、テゲルティヤ長

官の辞任を求めるメクティッチＢＨ治安大臣の

呼びかけに応じた市民数百人が、ＨＪＰＣの施

設前で抗議集会を開催。 

 

●ニクシッチＳＤＰ党首が再選（２６日） 

ＳＤＰ党首選で、ニクシッチ現党首がその他

２候補を破り再選。 

 

●ＢＨ閣僚評議会が約２ヶ月ぶりの会合を開

催（２９日） 

ＢＨ閣僚評議会は、４月４日以来となる通常

会合（第１７２回）を開催。同会合で閣僚評議

会は、ハーン欧州委員会近隣・拡大政策担当

委員から送付されたＢＨの国内改革状況に対

する評価書への回答案などを採択した。なお

同会合以前に予定されていた閣僚評議会会

合は、いずれもクロアチア系大臣の欠席によ

る定数不足のため不開催となっていた。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦政府がガス料金の値上げを決定

（４月２５日） 
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ＢＨ連邦政府は、ＢＨ連邦におけるガスの

卸売り価格を５月１日付けで約３０％値上げす

る方針を決定。同決定は、最近の天然ガス価

格上昇への対応として、ＢＨ連邦ガス供給公

社が示していたガス卸売り価格の引き上げ要

請に対応したもの。 

 

●ＢＨ連邦議会下院がジェノサイドの否定を

禁じる法律の制定を要請（１３日） 

ＢＨ連邦議会下院は、先に１２のＢＨ紛争被

害者団体から出されていた提言に基づき、旧

ユーゴスラビア国際刑事裁判所（ＩＣＴＹ）及び

国際刑事法廷残余メカニズム（ＩＲＭＣＴ）に関

する決議を採択。同決議の中でＢＨ連邦議会

下院は、ＢＨ議会に対して、ジェノサイド、ホロ

コースト、その他の戦争犯罪の事実を否定す

ることを禁止する法律の制定を要請した。 

 

●ＢＨ連邦政府発足に向けた連立交渉の動

向（２３日） 

イゼトベゴビッチＳＤＡ党首は、当地ＴＶ局の

インタビューの中で、ＢＨ選挙法改正をＢＨ連

邦政権発足の条件として要求しているＨＤＺに

関して、近々チョービッチ党首は条件を緩和さ

せるだろうと発言。これに対してチョービッチ党

首は、ＢＨ選挙法の改正が引き続き政権発足

の条件である旨を強調した。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●「ＲＳ軍の日」式典の開催（１２日） 

「ＲＳ軍の日」及びＢＨ軍のＲＳ系部隊である

「第３歩兵連隊の日」の式典がバニャ・ルカで

開催。同式典に出席したドディックＢＨ大統領

評議会議長（セルビア系）は、ＲＳ軍廃止によ

る２００５年のＢＨ軍創設は間違いであったと

発言するとともに、第３歩兵連隊に対して、来

年の式典では同部隊の半数の兵士が旧ＲＳ

軍の制服を着用することを求めると述べた。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●西バルカン首脳会合の開催（４月２９日） 

ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長は、独・

ベルリンで開催された西バルカン首脳会合に

出席。セルビア・コソボの国境問題が主要な

議題となった同会合後の記者会見で、ズビズ

ディッチ議長は、ＢＨは西バルカン地域におけ

る領域再編を通じたコソボ地位問題の解決は

受け容れられない旨表明。この発言に対して

セルビアのブチッチ大統領は、ＢＨがコソボの

独立を承認したかのような発言であるとして、

ズビズディッチ議長を強く批判した。 

 

●インツコＯＨＲ上級代表が国連安保理に報

告書を提出（８日） 

インツコＯＨＲ上級代表は、ＢＨにおけるデ

イトン和平協定の履行状況に関する最新の報

告書（第５５回）を国連安保理に提出。同報告

書の中でインツコ上級代表は、新ＢＨ閣僚評

議会の未発足の現状を説明するとともに、ド

ディックＢＨ大統領評議会議長（セルビア系）

による最近の分離主義的発言を強く非難。こ

れに対してドディック議長は、同報告書がＲＳ

の利益を損なう嘘とごまかしに溢れているとす

る批判声明を発表。 

 

●ブルドー・ブリユニ・サミット（８～９日） 

ドディックＢＨ大統領評議会議長（セルビア

系）およびジャフェロビッチ同評議会メンバー

（ボシュニャク系）が、アルバニアのティラナで

開催されたブルドー・ブリユニ・サミット（西バ
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ルカン地域諸国首脳会合）に出席。同会合に

際してコソボのサチ大統領は、コソボの地位

問題に関して、ＢＨにおけるＲＳをモデルとす

る解決策は受け容れられない旨発言。これに

対してドディック議長は、ＲＳは多民族社会に

おける対立関係に関する良い解決例であると

して、サチ大統領の同発言を非難した。 

 

●欧州評議会閣僚委員会がＢＨの参加資格

凍結解除に条件を提示（１７日） 

欧州評議会閣僚委員会は、６月に開催され

る次回の欧州評議会議員会議の前にＢＨが

代表団の選出を完了させることを条件として、

同議会へのＢＨの参加資格の停止処分を解

除する方針を決定。本問題をめぐっては、先

にＢＨ側が本年４月６日を期限とされていたＢ

Ｈ代表団の選出を完了することができず、参

加資格の停止処分を下されていた。 

 

●欧州委員会がＢＨに対するＥＵ加盟候補国

の地位付与に関する意見書を公表（２９日） 

欧州委員会は、ＢＨへのＥＵ加盟候補国の

地位付与に関して、肯定的な意見を公表。そ

の一方で欧州委員会は、同意見書の中で、Ｅ

Ｕ加盟プロセス前進の条件として行政改革、

憲法改正、汚職対策などを含む１４の優先的

改革項目への取り組みをＢＨに対して要求。

今後、ＢＨの全行政レベルにおける政権発足

が完了し次第、ＥＵ加盟各国は同意見書に関

する協議を行い、１１月の欧州理事会が同意

見に基づき何らかの決定を下す予定。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・トルコ首脳会談（２日） 

ドディックＢＨ大統領評議会議長（セルビア

系）及びジャフェロビッチ同評議会メンバー（ボ

シュニャク系）がトルコを訪問し、同国のエルド

アン大統領と会談。両国首脳は、ＢＨ・トルコ

間の自由貿易協定、及び、サラエボ・ベオグラ

ード間の高速道路の建設に関する両国間の

覚書を締結。 

 

●ＢＨ・ルーマニア首脳会談（１６日） 

ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長がルー

マニアを訪問し、同国のダンチラ首相と会談。

ズビズディッチ議長は、ＢＨのＥＵ加盟プロセ

スに対するルーマニアからの支援を求めると

ともに、農業、エネルギー、機械産業などの産

業分野におけるＢＨ・ルーマニア間の関係強

化への関心を示した。これに対してダンチラ首

相は、ＢＨのＥＵ加盟に向けたルーマニアの支

援を約束した。 

 

３．経済 

（１）経済政策・公共事業 

●トゥズラ火力発電所７号炉の建設は６月に

開始の予定（６日） 

ＢＨ連邦電力公社は、トゥズラ火力発電所７

号炉の建設を本年６月に開始予定である旨を

表明。同社は併せて、本建設事業にはＢＨ国

内の建設業者があたるとの見通しを示した。 

 

●ＥＢＲＤ年次総会がサラエボで開催（８～９

日） 

欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）の年次総会が

サラエボで開催。日本から出席したうえの財

務副大臣のほか、コソボを除く西バルカン５か

国の首脳が参加し、ＢＨからはズビズディッチ

ＢＨ閣僚評議会議長が出席。ズビズディッチ

議長は、ＢＨに対する外国からの直接投資額

が増加傾向にあることに言及し、ＢＨは魅力的

なビジネス環境を有しているとして、西バルカ
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ン地域、ＥＵ及び世界の投資家達に更なる投

資を呼びかけた。 

 

●西バルカン諸国・ＥＵ・トルコ経済・金融会合

（１７日） 

ＢＨを含む西バルカン諸国、ＥＵ、トルコの

各国政府代表が参加する経済政策会合がブ

リュッセルで開催され、西バルカン諸国及びト

ルコは、ＥＵ加盟に向けて、経済分野における

１９９３年コペンハーゲン基準達成に対するコ

ミットメントを表明。なお、同会合のフリンジに

おいて、シャロビッチＢＨ対外貿易・経済関係

相がパクデルミリ・トルコ農林森林相との間で

会談を実施。両大臣は、今月２日に両国が締

結した自由貿易協定の速やかな議会批准の

必要性を確認した。 

 

●ＢＨ・セルビア経済相会談（２７日） 

シャロビッチＢＨ対外貿易・経済関係相がサ

ラエボにおいて、セルビアのリャイッチ貿易・

観光・通信相との間で会談を実施。両大臣は、

コソボがＢＨ及びセルビアからの輸入品に課

している税率１００％の関税の撤回の必要性

を確認するとともに、コソボが７月１日に開催

予定の西バルカン首脳会合（於・ポーランド・

ポズナン）までに同関税の撤回を行わなかっ

た場合には、ＢＨとセルビアは必要な対抗措

置を講じるとの方向で意見が一致した。 

 

（２）経済協力 

●高速道路欧州回廊５ｃ線の建設にＥＢＲＤが

追加支援（８～９日） 

ベバンダＢＨ財務・金融相とチャクラバルテ

ィＥＢＲＤ総裁は、サラエボで開催されたＥＢＲ

Ｄ総会のフリンジにおいて、ＢＨ南北を繋ぐ高

速道路欧州回廊５ｃ線の建設にＥＢＲＤが２１

０万円の追加的な資金融資を行うことで合意。

同資金は今後、ＲＳのルダンカ・インターチェン

ジからＢＨ連邦のメダコボ・インターチェンジま

でを結ぶ、ＢＨ北部における総距離１４キロメ

ートルのドボイ・バイパスの建設に充てられる

予定。 

 

●ＥＵがＢＨ観光産業支援プロジェクトを開始

（１５日） 

ＢＨを始めとするＥＵ非加盟国における中小

企業支援を行うＥＵのイニシアチブである

EU4Business は、ＢＨにおける観光産業の発

展を目的として、１５０万ユーロ規模の支援プ

ロジェクトを開始。EU4Business は今後、ＢＨ

国内の観光産業を中心とする中小企業が応

募する各プロジェクトに対して、８～３０万ユー

ロの支援を行う予定。 

 

（３）民間セクター 

●墺・電機部品メーカーがＢＨに新工場をオー

プン（１７日） 

オーストリアの電機部品メーカーである

Elsta Mosdorfer が、ＢＨ北東部のジビニツェ市

に新工場をオープン。同工場は、１５０人の現

在の従業員数を、今後の工場の生産能力拡

大に応じて増加させる予定。Elsta Mosdorfer

の工場オープンにより、ここ２年間におけるジ

ビニツェ市への外国からの直接投資は５件目

となった。 


